
地
下
水
熱
を
有
効
利
用
し

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
社
会
へ

　

無
散
水
消
雪
設
備
で
全
国
有
数
の
実
績
を
誇
る
日
本
地
下
水
開
発
㈱
（
Ｊ
Ｇ
Ｄ
）

が
、
地
下
水
熱
を
利
用
し
た
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
を
国
内
で
初
め

て
開
発
し
、
環
境
省
の
「
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
環
境
大
臣
表
彰
」、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
の
新
エ
ネ
大
賞
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
が
国
内
外

で
加
速
さ
れ
、
再
生
可
能
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

メ
イ
ド
イ
ン
山
形
の
技
術
で
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
挑
む
桂
木
宣
均
（
よ
し
ま
さ
）
代

表
取
締
役
社
長
（
60
）
に
、
研
究
の
成
果
と
事
業
展
開
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
聞
い
た
。

経
済
産
業
大
臣
賞
・
環
境
大
臣
表
彰
受
賞  

日
本
地
下
水
開
発
㈱

　

―

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

く
、
年
間
を
通
じ
た
冷
暖
房
の
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

地
下
帯
水
層
に
あ
る
「
冬
は
暖
か
く
、

夏
は
涼
し
い
」
と
感
じ
る
地
下
水
を
揚
水

し
、
夏
期
は
冷
房
用
に
、
冬
は
暖
房
用
の

熱
源
と
し
て
利
用
し
、
使
用
と
同
時
に
地

下
に
還
元
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
夏
期
は
冷
房
の
た
め
に
利
用

し
た
地
下
水
を
太
陽
熱
に
よ
り
加
温
し
て

帯
水
層
に
蓄
え
、
冬
期
は
暖
房
の
た
め
に

利
用
し
た
地
下
水
を
無
散
水
消
雪
の
た
め

に
布
設
さ
れ
た
放
熱
管
に
通
水
し
、
雪
を

溶
か
し
た
後
、
帯
水
層
に
戻
し
ま
す
。

　
―

長
年
に
わ
た
っ
て
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

１
９
７
５
年
に
山
形
大
学
工
学
部
と
共

同
研
究
を
開
始
し
、
83
年
に
国
内
で
初
め

て
本
社
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
技
術
開

発
委
託
事
業
」、
19
年
に
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減

技
術
開
発
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
」
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
福
島
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
、
秋
田
大
学

国
際
資
源
学
部
と
共
同
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
無
散
水
消

雪
の
放
熱
管
を
太
陽
光
集
熱
器
と
し
て
利

用
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
東
北
地

方
、
特
に
雪
国
で
は
冬
期
の
暖
房
期
間
が

夏
期
の
冷
房
期
間
の
約
２
倍
に
な
る
た
め
、

帯
水
層
に
冷
熱
が
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
夏
期
利
用
し
た
地

下
水
を
太
陽
光
集
熱
器
で
加
温
し
て
帯
水

層
に
蓄
え
る
こ
と
で
、
温
熱
の
強
化
と
シ

ス
テ
ム
効
率
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減
技
術
開
発

事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
現
在
、
関
連
会
社

の
日
本
環
境
科
学
㈱
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
で
、

高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス

に
、
冷
暖
房
・
給
湯
・
融
雪
に
対
応
可
能

な
ト
ー
タ
ル
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

―

経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、

地
下
水
熱
（
地
中
熱
）
が
再
エ
ネ
熱
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
議
論
は
、
い
ま
ど
う
や
っ

て
電
気
を
つ
く
る
か
に
集
中
し
て
お
り
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る
中
で
50
％
以

上
を
消
費
し
て
い
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
議
論
が
進
ま
な
い
状

況
で
す
。

　

し
か
も
、
熱
需
要
を
賄
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
電
力
も
し
く
は

化
石
燃
料
で
す
。
そ
の
熱
源
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
気
候
変
動
対
策
を
大
幅
に
前
進
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
で
、
地
中
の
浅
層
部
分
（
10
㍍
〜
２

０
０
㍍
）
に
あ
る
地
下
水
熱
（
地
中
熱
）

が
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
と
並

び
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
と
し
て
認

め
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
再
エ
ネ
熱
で

す
。
年
間
を
通
し
て
温
度
に
変
化
が
見
ら

れ
ず
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
温
は
15
℃

前
後
と
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

―

２
０
２
０
年
１
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
化
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
２
年
の
創
立
以
来
、
地
球
環
境

問
題
が
社
会
の
注
目
を
集
め
る
以
前
よ
り

地
球
と
共
存
す
る
道
を
探
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て

環
境
省
の
「
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
環
境

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
脱
炭
素
社
会
に
取
り

組
む
経
済
産
業
省
の
「
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

ゼ
ロ
エ
ミ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
枠

組
み
「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
戦
略
の
一

環
で
、
政
府
が
策
定
し
た
革
新
的
環
境
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
挑
む
企
業
３
２
０

社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
東
北
で
は
９
社
、

県
内
で
は
当
社
１
社
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
目
標
７
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
」
に
、
地

下
水
熱
・
地
中
熱
の
有
効
利
用
を
掲
げ
ま

し
た
。
地
下
水
が
豊
富
な
山
形
県
は
帯
水

層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
に
適
し
て
い
ま
す
。
メ

イ
ド
イ
ン
山
形
の
技
術
を
さ
ら
に
推
進

し
、
２
０
５
０
温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
と
い

う
大
き
な
目
標
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
地

域
の
方
々
と
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
密
閉
式
井
戸
開
発
に
よ
る
地
下

水
の
帯
水
層
へ
の
１
０
０
％
還
元
や
、
専

用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
開
発
な
ど
に
よ
り
、
従

来
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
、
初
期
導
入
コ

ス
ト
23
％
削
減
と
、
１
年
間
の
運
用
コ
ス

ト
31
％
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
で
の
成
果
発
表
後
、
河

北
町
新
庁
舎
建
設
計
画
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
採
用
が
決
ま
り
、
今
年
度
の
完
成
を
目

指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画

で
は
年
間
65
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
社
屋
に

お
い
て
は
、
従
来
型
冷
房
シ
ス
テ
ム
と
比

較
し
て
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
50
％
低
減
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
に
関
す
る
各
種
補
助
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
公
共
施
設
を
中
心
に
導
入
実
績

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
普
及
拡
大
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
後
押
し
を
受
け
て
新
た

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｅ
Ｂ （
ゼ
ブ
）
化
の
実
証
に
向
け
た

事
業
で
す
。 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
で
、
建
物
で
消

費
す
る
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ

に
す
る
建
物
の
こ
と
で
す
。
省
エ
ネ
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
、
創

エ
ネ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ―

活
用
）
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
、
消
費

量
を
正
味
（
ネ
ッ
ト
）
で
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

桂木宣均代表取締役社長

ボ
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
内
部　

鉄
骨
の
や
ぐ
ら
に
ボ
ー

リ
ン
グ
ビ
ッ
ド
が
吊
る
さ
れ
真
っ
直
ぐ
掘
削
す
る

「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
開
発

　

１
９
７
５
年
以
来
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
無
散
水
消
雪
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
普
及
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
２
０
２

１
年
現
在
、
全
国
の
積
雪
寒
冷
地
域
に
お

い
て
１
６
６
万
平
方
㍍
の
施
工
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
開
発
し
た
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
は
、
無
散
水
消
雪
シ

ス
テ
ム
を
応
用
し
て
、
地
下
水
の
持
つ
低

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冬
の
消
雪
だ
け
で
な
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―

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

く
、
年
間
を
通
じ
た
冷
暖
房
の
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

地
下
帯
水
層
に
あ
る
「
冬
は
暖
か
く
、

夏
は
涼
し
い
」
と
感
じ
る
地
下
水
を
揚
水

し
、
夏
期
は
冷
房
用
に
、
冬
は
暖
房
用
の

熱
源
と
し
て
利
用
し
、
使
用
と
同
時
に
地

下
に
還
元
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
夏
期
は
冷
房
の
た
め
に
利
用

し
た
地
下
水
を
太
陽
熱
に
よ
り
加
温
し
て

帯
水
層
に
蓄
え
、
冬
期
は
暖
房
の
た
め
に

利
用
し
た
地
下
水
を
無
散
水
消
雪
の
た
め

に
布
設
さ
れ
た
放
熱
管
に
通
水
し
、
雪
を

溶
か
し
た
後
、
帯
水
層
に
戻
し
ま
す
。

　

―

長
年
に
わ
た
っ
て
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

１
９
７
５
年
に
山
形
大
学
工
学
部
と
共

同
研
究
を
開
始
し
、
83
年
に
国
内
で
初
め

て
本
社
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
技
術
開

発
委
託
事
業
」、
19
年
に
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減

技
術
開
発
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
」
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
福
島
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
、
秋
田
大
学

国
際
資
源
学
部
と
共
同
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
無
散
水
消

雪
の
放
熱
管
を
太
陽
光
集
熱
器
と
し
て
利

用
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
東
北
地

方
、
特
に
雪
国
で
は
冬
期
の
暖
房
期
間
が

夏
期
の
冷
房
期
間
の
約
２
倍
に
な
る
た
め
、

帯
水
層
に
冷
熱
が
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
夏
期
利
用
し
た
地

下
水
を
太
陽
光
集
熱
器
で
加
温
し
て
帯
水

層
に
蓄
え
る
こ
と
で
、
温
熱
の
強
化
と
シ

ス
テ
ム
効
率
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減
技
術
開
発

事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
現
在
、
関
連
会
社

の
日
本
環
境
科
学
㈱
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
で
、

高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス

に
、
冷
暖
房
・
給
湯
・
融
雪
に
対
応
可
能

な
ト
ー
タ
ル
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

―

経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、

地
下
水
熱
（
地
中
熱
）
が
再
エ
ネ
熱
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
議
論
は
、
い
ま
ど
う
や
っ

て
電
気
を
つ
く
る
か
に
集
中
し
て
お
り
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る
中
で
50
％
以

上
を
消
費
し
て
い
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
議
論
が
進
ま
な
い
状

況
で
す
。

　

し
か
も
、
熱
需
要
を
賄
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
電
力
も
し
く
は

化
石
燃
料
で
す
。
そ
の
熱
源
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
気
候
変
動
対
策
を
大
幅
に
前
進
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
で
、
地
中
の
浅
層
部
分
（
10
㍍
〜
２

０
０
㍍
）
に
あ
る
地
下
水
熱
（
地
中
熱
）

が
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
と
並

び
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
と
し
て
認

め
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
再
エ
ネ
熱
で

す
。
年
間
を
通
し
て
温
度
に
変
化
が
見
ら

れ
ず
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
温
は
15
℃

前
後
と
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

―

２
０
２
０
年
１
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
化
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
２
年
の
創
立
以
来
、
地
球
環
境

問
題
が
社
会
の
注
目
を
集
め
る
以
前
よ
り

地
球
と
共
存
す
る
道
を
探
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て

環
境
省
の
「
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
環
境

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
脱
炭
素
社
会
に
取
り

組
む
経
済
産
業
省
の
「
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

ゼ
ロ
エ
ミ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
枠

組
み
「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
戦
略
の
一

環
で
、
政
府
が
策
定
し
た
革
新
的
環
境
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
挑
む
企
業
３
２
０

社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
東
北
で
は
９
社
、

県
内
で
は
当
社
１
社
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
目
標
７
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
」
に
、
地

下
水
熱
・
地
中
熱
の
有
効
利
用
を
掲
げ
ま

し
た
。
地
下
水
が
豊
富
な
山
形
県
は
帯
水

層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
に
適
し
て
い
ま
す
。
メ

イ
ド
イ
ン
山
形
の
技
術
を
さ
ら
に
推
進

し
、
２
０
５
０
温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
と
い

う
大
き
な
目
標
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
地

域
の
方
々
と
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
密
閉
式
井
戸
開
発
に
よ
る
地
下

水
の
帯
水
層
へ
の
１
０
０
％
還
元
や
、
専

用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
開
発
な
ど
に
よ
り
、
従

来
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
、
初
期
導
入
コ

ス
ト
23
％
削
減
と
、
１
年
間
の
運
用
コ
ス

ト
31
％
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
で
の
成
果
発
表
後
、
河

北
町
新
庁
舎
建
設
計
画
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
採
用
が
決
ま
り
、
今
年
度
の
完
成
を
目

指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画

で
は
年
間
65
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
社
屋
に

お
い
て
は
、
従
来
型
冷
房
シ
ス
テ
ム
と
比

較
し
て
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
50
％
低
減
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
に
関
す
る
各
種
補
助
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
公
共
施
設
を
中
心
に
導
入
実
績

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
普
及
拡
大
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
後
押
し
を
受
け
て
新
た

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｅ
Ｂ （
ゼ
ブ
）
化
の
実
証
に
向
け
た

事
業
で
す
。 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
で
、
建
物
で
消

費
す
る
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ

に
す
る
建
物
の
こ
と
で
す
。
省
エ
ネ
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
、
創

エ
ネ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ―

活
用
）
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
、
消
費

量
を
正
味
（
ネ
ッ
ト
）
で
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

深
さ
１
０
０
㍍
の
地
温
は
15
℃
前
後
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
冬

は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
」
と
感
じ
る
。
日
本
地
下
水
開
発
㈱
の
シ
ス

テ
ム
は
温
度
が
一
定
で
あ
る
地
中
の
地
下
水
熱
を
利
用
し
て
い
る

　

１
９
７
５
年
以
来
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
無
散
水
消
雪
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
普
及
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
２
０
２

１
年
現
在
、
全
国
の
積
雪
寒
冷
地
域
に
お

い
て
１
６
６
万
平
方
㍍
の
施
工
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
開
発
し
た
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
は
、
無
散
水
消
雪
シ

ス
テ
ム
を
応
用
し
て
、
地
下
水
の
持
つ
低

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冬
の
消
雪
だ
け
で
な
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―

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

く
、
年
間
を
通
じ
た
冷
暖
房
の
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

地
下
帯
水
層
に
あ
る
「
冬
は
暖
か
く
、

夏
は
涼
し
い
」
と
感
じ
る
地
下
水
を
揚
水

し
、
夏
期
は
冷
房
用
に
、
冬
は
暖
房
用
の

熱
源
と
し
て
利
用
し
、
使
用
と
同
時
に
地

下
に
還
元
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
夏
期
は
冷
房
の
た
め
に
利
用

し
た
地
下
水
を
太
陽
熱
に
よ
り
加
温
し
て

帯
水
層
に
蓄
え
、
冬
期
は
暖
房
の
た
め
に

利
用
し
た
地
下
水
を
無
散
水
消
雪
の
た
め

に
布
設
さ
れ
た
放
熱
管
に
通
水
し
、
雪
を

溶
か
し
た
後
、
帯
水
層
に
戻
し
ま
す
。

　

―

長
年
に
わ
た
っ
て
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

１
９
７
５
年
に
山
形
大
学
工
学
部
と
共

同
研
究
を
開
始
し
、
83
年
に
国
内
で
初
め

て
本
社
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
技
術
開

発
委
託
事
業
」、
19
年
に
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減

技
術
開
発
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
」
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
福
島
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
、
秋
田
大
学

国
際
資
源
学
部
と
共
同
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
無
散
水
消

雪
の
放
熱
管
を
太
陽
光
集
熱
器
と
し
て
利

用
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
東
北
地

方
、
特
に
雪
国
で
は
冬
期
の
暖
房
期
間
が

夏
期
の
冷
房
期
間
の
約
２
倍
に
な
る
た
め
、

帯
水
層
に
冷
熱
が
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
夏
期
利
用
し
た
地

下
水
を
太
陽
光
集
熱
器
で
加
温
し
て
帯
水

層
に
蓄
え
る
こ
と
で
、
温
熱
の
強
化
と
シ

ス
テ
ム
効
率
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス
ト
低
減
技
術
開
発

事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
現
在
、
関
連
会
社

の
日
本
環
境
科
学
㈱
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
で
、

高
効
率
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス

に
、
冷
暖
房
・
給
湯
・
融
雪
に
対
応
可
能

な
ト
ー
タ
ル
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

―

経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、

地
下
水
熱
（
地
中
熱
）
が
再
エ
ネ
熱
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
議
論
は
、
い
ま
ど
う
や
っ

て
電
気
を
つ
く
る
か
に
集
中
し
て
お
り
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る
中
で
50
％
以

上
を
消
費
し
て
い
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
議
論
が
進
ま
な
い
状

況
で
す
。

　

し
か
も
、
熱
需
要
を
賄
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
電
力
も
し
く
は

化
石
燃
料
で
す
。
そ
の
熱
源
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
気
候
変
動
対
策
を
大
幅
に
前
進
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
で
、
地
中
の
浅
層
部
分
（
10
㍍
〜
２

０
０
㍍
）
に
あ
る
地
下
水
熱
（
地
中
熱
）

が
、
太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
と
並

び
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
と
し
て
認

め
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
再
エ
ネ
熱
で

す
。
年
間
を
通
し
て
温
度
に
変
化
が
見
ら

れ
ず
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
温
は
15
℃

前
後
と
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

―

２
０
２
０
年
１
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
化
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
２
年
の
創
立
以
来
、
地
球
環
境

問
題
が
社
会
の
注
目
を
集
め
る
以
前
よ
り

地
球
と
共
存
す
る
道
を
探
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て

環
境
省
の
「
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
環
境

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
脱
炭
素
社
会
に
取
り

組
む
経
済
産
業
省
の
「
ゼ
ロ
エ
ミ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

ゼ
ロ
エ
ミ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
枠

組
み
「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
戦
略
の
一

環
で
、
政
府
が
策
定
し
た
革
新
的
環
境
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
挑
む
企
業
３
２
０

社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
東
北
で
は
９
社
、

県
内
で
は
当
社
１
社
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
目
標
７
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
」
に
、
地

下
水
熱
・
地
中
熱
の
有
効
利
用
を
掲
げ
ま

し
た
。
地
下
水
が
豊
富
な
山
形
県
は
帯
水

層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
に
適
し
て
い
ま
す
。
メ

イ
ド
イ
ン
山
形
の
技
術
を
さ
ら
に
推
進

し
、
２
０
５
０
温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
と
い

う
大
き
な
目
標
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
地

域
の
方
々
と
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
密
閉
式
井
戸
開
発
に
よ
る
地
下

水
の
帯
水
層
へ
の
１
０
０
％
還
元
や
、
専

用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
開
発
な
ど
に
よ
り
、
従

来
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て
、
初
期
導
入
コ

ス
ト
23
％
削
減
と
、
１
年
間
の
運
用
コ
ス

ト
31
％
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
で
の
成
果
発
表
後
、
河

北
町
新
庁
舎
建
設
計
画
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
採
用
が
決
ま
り
、
今
年
度
の
完
成
を
目

指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画

で
は
年
間
65
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
社
屋
に

お
い
て
は
、
従
来
型
冷
房
シ
ス
テ
ム
と
比

較
し
て
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
50
％
低
減
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
、
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
に
関
す
る
各
種
補
助
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
公
共
施
設
を
中
心
に
導
入
実
績

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
普
及
拡
大
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
後
押
し
を
受
け
て
新
た

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｅ
Ｂ （
ゼ
ブ
）
化
の
実
証
に
向
け
た

事
業
で
す
。 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
で
、
建
物
で
消

費
す
る
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ

に
す
る
建
物
の
こ
と
で
す
。
省
エ
ネ
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
、
創

エ
ネ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ―

活
用
）
に

よ
っ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
、
消
費

量
を
正
味
（
ネ
ッ
ト
）
で
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日本地下水開発㈱（JGD）
　設　立　1962年（昭和37年）３月１日
　資本金　8,000万円
　代表取締役社長　桂木宣均
　本　社　〒990－2313　山形市松原777
　　　　　☎023－688－6000　
　　　　　fax023－688－4122
　関連会社　日本環境科学㈱、日本水資源開発㈱

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る

日
本
環
境
科
学
㈱
社
屋（
山
形
市
高
木
）

　

１
９
７
５
年
以
来
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
無
散
水
消
雪
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
普
及
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
２
０
２

１
年
現
在
、
全
国
の
積
雪
寒
冷
地
域
に
お

い
て
１
６
６
万
平
方
㍍
の
施
工
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
開
発
し
た
「
高
効
率
帯
水
層
蓄
熱

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
は
、
無
散
水
消
雪
シ

ス
テ
ム
を
応
用
し
て
、
地
下
水
の
持
つ
低

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冬
の
消
雪
だ
け
で
な
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